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【背景と目的】 
 卵巣奇形腫の悪性度（grade 0～4）の病理学的診断は治療決定と予後予測のために重要である。特
に grade1の low grade群と grade2および 3の high grade群では化学療法の省略が可能か否かの違
いが出る可能性があり、妊娠可能年齢女性の妊孕性保持のためにも、その差は大きい。しかし現状で
は病理医が神経上皮成分の量の目測から悪性度を判断しており、主観の入る懸念があり、再現性が高
いとはいえない。そこで卵巣奇形腫の悪性度と血管平滑筋の成熟度との関連性を調べることとした。
また、Ki-67 指数は細胞の増殖性の指標として近年様々な腫瘍で悪性度分類に用いられているが、奇
形腫の grade との相関が報告されていないことから、今回奇形腫の悪性度と Ki-67 指数との相関につ
いて調べた。 
 
【対象と方法】 
 5例の成熟奇形腫（grade 0）と 16例の未熟奇形腫（grade 1:5名、grade 2:6名 grade 3: :5名）の
検体を対象とし、CD31、α-SMA、h-caldesmon(h-CaD)により免疫染色した。CD31 陽性管腔構造を
血管とみなして数を測定し、同構造における α-SMA（全平滑筋に発現）、h-CaD（成熟平滑筋のみに
発現）陽性数を測定し α-SMA/ CD31、h-CaD/CD31及び h-CaD/α-SMA比を算出した。また、Ki-67
により免疫染色した上で、神経、間質、上皮の各組織の細胞を各々1000個以上カウントし、その細胞
における Ki-67陽性数を測定し、陽性比率を Ki-67指数とした。 
 
【結果】 
 α-SMA/CD31比はgrade0と3の間を除き、群間の差はみられなかった。一方h-CaD/CD31比および 
h-CaD/α-SMA比はgradeが高くなるほど低値となり、両比ともgrade 0および1より、grade 2および3
において有意に低い値となった。また、Ki-67指数は各組織において、gradeが上がるほど高くなる傾
向が認められた。特に、どの組織でも、Ki-67指数はgrade 3ではgrade 1ないし2よりも有意に高かっ
た。ただし、grade 1とgrade 2の間で差はみられなかった。 
【結論】 
 免疫組織化学的な血管平滑筋の未熟度およびKi-67指数は奇形腫組織の未熟度と相関していること
が明らかになり、新しい悪性度の診断手法になりうることが示唆された。  
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